
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成21年12月28日

事　業　所　名

（ 239-0811

名

名

名

27 名

3 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

平成　21　年度

株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＲＡＴＩＯＮ

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成17年3月1日指 定 年 月 日

平成22年1月29日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

Ⅴ アウトカム項目

評 価 結 果
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Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

①このホームは奥様が施設長、管理者はご子息と云う典型的な家族的ホームである。海岸砂
浜を基礎に鉄筋５階建てで、１Fが海岸下道路への出入り口、２，３，４Fが各９人の３ユ
ニット、５Fが国道への出入り口となっている。各リビングルームは、１８０度オーシャン
ビューで、夕日に映える富士山は素晴らしい眺めである。この景色が、利用者の心を癒し、
穏やかに落ち着いて過ごして頂けるようである。入居者にADLの差が出始めているので、フ
ロア別に同じ程度の人を移して集める試みを始めている。２，３，４Fが同じ間取りである
ことを利用し、混乱が無いように、ご家族の同意も得て同じ位置の部屋への移動を心がけて
いる。同程度の人と過ごすことで良い面が出ている。現在では4Fは自立度が高く、認知症も
軽度で、2Fは重度の方、3Fは中間と同程度の人が集まる体制が整っていて快適に過して頂い
ている。
②地域との関係では町内会に加入し、町内の行事に参加し交流を深めている。散歩に出た際
など　近隣の方とお話が出来る機会をつくっている。又　野点の会や夏祭りなど地域の人が
立ち寄りやすい行事を行っている。運営推進会議は大津地区ブロックで行う横須賀方式が年
２回、事業所別の事業所方式で年４回のペースで実施している。事業所会議は横須賀市から
推薦された民生委員（此処の地域の民生委員ではない）の参加を得て、家族代表、施設長、
管理者、ケアマネジャーで構成している。自治会とは良好な関係を保てているが、現状、運
営推進会議への参加を要請していない。横須賀市と相談し加入の有無を検討してみたいと考
えている。
③介護計画そのものは市の要望もあり神奈川県推奨の介護計画書に基づいて展開している
が、ベースはPerson Centered Careの考え方をベースとし、個別ケアの推進をしている。ア
セスメントに重点を置き、入所時に、家族から本人の生活暦や意向を良く聞き取り、その後
アセスメントとカンファレンスを実施し、入所者のその時々に最も合った介護計画の作成
に努めている。

老後は海のそばで過ごしたいと思う方が大変多いように思います。当ホ－ムはすぐ目
の前が海で、リビングから、関東富士見百景に選ばれた富士山も眺められるので、入
居者の方達は、特に美しい夕陽の富士山を眺めながら、落ち着いた生活を楽しまれて
います。花見・バスハイク・野点・花火大会見物を兼ねた夏祭り（全利用者に着物ボ
ランティアの浴衣着つけあり）・クリスマス会等年５回の大きな行事の他、葉山のつ
つじ祭りや町内のおみこし見物、お誕生会・映画会参加等のイベントも行っていま
す。各フロアにはケアマネを配置し、２４時間の医療体制（週に各１回の往診・訪看
あり）もありますので、安心できる、極め細やかなケアを提供できていると存じま
す。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

36 ～ 55

56 ～ 68

）

横須賀市走水1-6-3

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

23 ～ 35

自己評価項目

 1 ～ 14

　☑　認知症対応型共同生活介護

　□　小規模多機能型居宅介護

平成21年11月6日
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

　グループホーム観音崎

　　　茜

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

入居者の人間としての尊厳を守りながら、地域の
方々との交流を図るよう心がけている。

理念の６ヶ条は不変で施設長の墨痕鮮やかな軸と
なって各ユニットの入り口に掲示してある。入居者の
人間としての尊厳を守りながら、地域の方々との交
流を図るよう心がけている。 今後の継続

事業所は、町内会に所属し、日常的に交流してい
る。

事業所は、町内会に所属し、町内の行事に参加しし
て交流を深めている。散歩に出た際など　近隣の方
とお話が出来る機会をつくっている。又　野点の会
や夏祭りなど地域の人が立ち寄りやすい行事を行っ
ている。

今後の継続

事業所のイベントに、町内の方々への参加依頼をし
たりして、認知症の方への接し方等の理解を深めて
いただくようにしている。

運営推進会議を開催その時に相談や意見、要望を
伺う機会を設けています。その内容を運営に反映さ
せています

運営推進会議は大津地区ブロックで行う横須賀方式が年
２回、事業所別の事業所方式で年４回のペースで実施し
ている。事業所会議は横須賀市から推薦された民生委員
の参加を得て、家族代表、施設長、管理者、ケアマネ
ジャーで構成している。その時に相談や意見、要望を伺い
運営に反映させている。

今後の継続

事業所の実情を報告し、協力関係を築けるよう努力
している。

事業所の実情を報告し、協力関係を築けるよう努力
している。横須賀市は福祉に熱心であり、相談に応
じてくれる他、空室情報を流しグループホームをバッ
クアップしてくれている。 今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り
組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止に
努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援し
ている

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

虐待は一切ありません
今後も防止に努めるようスタッフ一同の行動に留
意、防止啓蒙に努めます

入居者全員が自分の意思で行動したり移動しており
ます。身体拘束の必要性は一切ありません。今後も
継続できるよう努めます

入居者全員が自分の意思で行動したり移動してい
る。身体拘束の必要性は一切無い。管理者はリー
ダー研修に参加し、拘束の悪弊を職員に徹底し玄
関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

今後の継続

運営推進会議、家族会、行事等の開催時に意見、
要望を伺う機会を設けたり、日常の中でも相談を受
けたりし運営に反映させています

運営推進会議、家族会、行事等の開催時に意見、
要望を伺う機会を設けたり、日常の中でも相談を受
けたりし運営に反映させている。家族会は各ユニット
から各１名選出し、会長、副会長、書記となって頂き
運営をサポートして頂いている。

今後の継続

研修に参加その資料を活用し職員間でも理解に勤
める

十分な説明を行い理解・納得を図っている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条
件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人
の安心を確保するための関係づくりに努めている

各人のケアの力量を把握・指導している。

各ユニットのフロアー長会議で実施できています。
フロアー長はスタッフ会議を行いスタッフの意見や提
案を取り上げています

各ユニットのフロアー長の会議を開催し、運営に関
する職員意見の反映を実施している。フロアー長は
スタッフ会議を行いスタッフの意見や提案を吸い上
げている。個人的な面接は施設長、ケアマネジャー
と３者で行っている。

今後の継続

各人の勤務状況の把握に努め、適正な評価ができ
るよう努めている。

入居決定時にご本人、ご家族にお会いする機会を
設けます。その時によく話し合い不安をなくすよう努
めています

グループホーム連絡協議会活動、地区別運営会
議、地域包括支援センター会議や、ケアマネ勉強会
に参加、活動を通し向上に取り組んでいる
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支え
ていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

入居決定時にご本人、ご家族にお会いする機会を
設けます。その時によく話し合いますがそれ以外で
も連絡を取り合ったり、往診医にも会って頂いてます

本人と家族のニーズをよく聞き取り、アセスメントし
必要なサービスを検討する。

ホームが入居者、スタッフの共同生活の場であるこ
とを日々の暮らしの中に反映出来るようお互いの役
割分担を考えています

ご家族はよく来訪されますが、来易いような雰囲気
作りや生活の様子を随時伝えて共に考え支え合う
関係を築けていけるよう努力しています

ご家族との関係は勿論のこと、兄弟、親戚、友人、
知人との交流、手紙のやり取りなど出来るだけ支援
していきます

ご家族との関係は勿論のこと、兄弟、親戚、友人、
知人との交流、手紙のやり取りなど出来るだけ支援
している。人生最後のステージを海辺で過ごしたい
と云う人が多く、ここの海の思い出は皆持っている。 今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような支
援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

ユニット内では事例はありませんが、支援をしていく
準備はあります。

入居者同士気の合う方との関係は大切にしながら、
他の方との交流の機会になるようお茶やゲーム、歌
などできっかけを作っている

生活する中でご本人から聴き取ることは勿論、仕草
や表情など言葉で出ない部分でも感じ取っていく。
ご家族にも相談します

生活する中でご本人から聴き取ることは勿論、仕草
や表情など言葉で出ない部分でも感じ取っている。
ご家族にも生活暦等をお聞きして参考にしている。

今後の継続

ご本人に話を聞くことを第一にして、把握できない分
はご家族にもたずねます

個々の生活のリズムを大切にします。その中で観察
も行ないます
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支
援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

ケアプラン計画作成にはご本人、家族の意向を取り
込み職員でアセスメントとカンファレンスを実施して
ケアプランの見直しを検討している

ケアプラン計画作成にはご本人、家族の意向を取り
込み職員でアセスメントとカンファレンスを実施し、
定時及び随時のケアプランの見直しを検討してい
る。 今後の継続

ケース記録は日中と夜間とで記録しその中からニー
ズや問題点などを職員間で話し合い対応策を検討
している。更にはケアプランに反映している

ケアプランもありますがニーズの変化にはすぐ対応
致します。その際にはスタッフともよく相談しご本人
が困らないようにしていきます

お散歩等、同じ場所ではなく色々コースを変えたりし
て地域の恵みを享受し暮らしを楽しんでいる。

医療連携として主治医が毎週往診して頂いていま
す。必要があれば紹介状により専門医の受診も行
なっています

医療連携として平成１８年６月以降は湘壽クリニック
が主治医として毎週往診してくれている。必要があ
れば紹介状により専門医の受診も行なっている。看
護師もその湘壽クリニックの訪問看護ステーション
から来てくれるので主治医との連携は良い。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。又は、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づくりを行って
いる。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所で
できることを十分に説明しながら方針を共有し、地
域の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

訪問看護師に毎週入居者状況の報告や相談を実
施し、往診医には体調、病状の報告をして診て頂い
ています。共に記録を残し支援の資料にしていま
す。

茜ユニットでは入退院時には、病院と連絡を取り
合って情報交換を行っている。

防災訓練を実施して消防隊より指導を受けておりま
す

年２回、防災訓練を実施し、消防隊より指導を受け
ている。消火器の使い方、避難の方法等の研修も実
施して頂いている。

今後の継続

茜ユニットでは病状の変化が起こってきた時は、必
ず往診してくださっている医師と施設長・ケアマネ・フ
ロア長と御家族で話し合いをし、今後の方針を決め
ます。ホーム内で最後までとの御希望のある時は、
終末期のケアについて御家族の意向を大切に細か
く話し合って決めていますし、話し合いは必要に応じ
て何度も行うこともあります。

病状の変化が起こってきた時は、必ず往診してくだ
さっている医師と施設長・ケアマネ・フロア長とご家
族で話し合いをし、今後の方針を決める。ホーム内
で最後までとのご希望のある時は、終末期のケアに
ついてご家族の意向を大切に細かく話し合って決め
ているし、話し合いは必要に応じて何度も行うことも
ある。

今後の継続

緊急マニュアルがあります。週１回の往診があるの
で、緊急事態が起こるのがほとんどありません。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

人格の尊重は介護の中での最重要課題と考えま
す。
一人ひとりを大切によく話し、よく聴くことを心掛け実
践しております

人格の尊重は介護の中での最重要課題と考えてい
る。一人ひとりを大切にし、よく話し、よく聴くことを心
掛け実践している。

今後の継続

入居者の生活は危険がない限り自己決定して頂くこ
とが基本です。ご本人が自己決定できるよう働きか
けたり聴き取ることを日々心掛けております

生活の仕方は入居者のペースが優先です。自由に
過ごされるよう個々のペースを大切にしております

日頃からご自分で考え選んで身だしなみを整え、お
しゃれを楽しんでいますのでそのまま受け入れてい
ます。誉め言葉もかけています

メニューや色彩、盛り付け等の工夫に加え、準備や
片付けも各々の出来る中で職員と一諸にしたりで食
事が楽しいと感じられるようにしています

独自のメニューにより、グループホーム所期の目的
を維持している。メニューや色彩、盛り付け等の工夫
に加え、準備や片付けも各々の出来る中で職員と
一諸にしたりで食事が楽しいと感じられるようにして
いる。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

量、形態を一人ひとり考慮し、よく食べられるよう支
援しています。水分量はよく摂れています。量チェッ
クで確認し、定時以外は個別の対応も行なっている

自立、声がけ、見守り、一部介助、点検など個々の
違いで対応

失禁のある方でも誘導などで失禁を減らし、尿パット
と下着使用です。
排便は個々に確認をして便秘に気をつけています。
記録も残している。

失禁のある方でも誘導などで失禁を減らし、尿パット
と下着使用の継続を心がけケアしている。排便は
個々に確認をして便秘に気をつけ、記録も残してい
る。 今後の継続

排便は個々に聞いたり排泄表に記入してもらう等で
確認している。
確認のない方はお腹聴診で様子を診ている

入浴日間隔はご本人の希望で決めて順番も不公平
がないように実施している
個々の様子で支援内容には違いがある

入浴日間隔はご本人の希望で決め、順番も不公平
がないように実施している。個々の様子で支援内容
には違いがある。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

休息はご本人の意思でとっています。夜間も不眠で
困っている方はありません

往診医との連携で内服薬の理解が深まり、内服後
の症状観察のポイントがつかみ易い。又スタッフに
も伝えている

生活暦から好きなこと得意なことを見つけます。個
別の楽しみや全体でする楽しみを提供しています

散歩や植物を見に出たりすることはよくあります。外
出も年に数度、催し、外食お花見など実施していま
す。ご家族との外出もあります

散歩や駐車場の植物を見に出たりすることはよくあ
る。外出も年に数度、催し、外食お花見など実施して
いる。ご家族との外出もある。今年度は良く外出し
た。 今後の継続

ご本人の希望で小額の現金は各々所持していま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように
配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫
をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

電話は取り次いでかけたり受けたりしている方があ
り支援しています。
手紙もやり取りしている方には支援しています

大きな問題点やトラブルは見当たりません。清潔に
し光線や温度など入居者の要望を取り入れ、花や
作品も飾るなど季節感や生活感が持てるよう工夫し
ています

清潔にし光線や温度などを入居者の要望に沿って
調節し、花や作品も飾るなど季節感や生活感が持
てるよう工夫している。ここのリビングの最大のイン
テリアは窓越しのオーシャンビューに尽きる。 今後の継続

生活のペースはご本人の意思で過ごされておりま
す。そのための共用スペースやコーナーをリビング
内に設けて自由に活用されております

入居の際にご家族が設えたものを大事にしながら、
その後はご本人の好みや作品写真などを飾ったりし
ながらその方らしさを出す工夫をしている

入居の際にご家族が設えたものを大事にしながら、
その後はご本人の好みや作品写真などを飾ったり
し、その方らしさを出す工夫をしている。

今後の継続

危険のないよう家具や備品を配置し安全確保をして
います。家事作業もしやすいよう動線をよくしていま
すバリアフリーです
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事業所 グル－プホ－ム観音崎

茜

作成日

〔目標達成計画〕
優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 18

グループホームは、入居
者と職員の共同生活の場
であることが十分に理解
されてなく、役割分担を
しないことがあ。

入居者一人一人が役割を
持って生き生きと日々暮
らせるようスタッフは支
援していく。認知症だか
ら出来ないと決めてしま
わず、見守りの介護を大
切にする。

３ヶ月

2 27

個別ケ-ス記録を毎日記
入しているが、日々の様
子やニ－ズが汲み取れる
記録の取り方や、記録の
中から問題点等をスタッ
フ間で共有し合うことが
まだ不足している。

状況が分かり易く表現さ
れている記録ができるよ
うにする。意見が出し易
い職場環境を作る。

６ヶ月

3 13

グループホームの在り方
や特色と業務の関連が職
員に十分理解・浸透出来
ていない部分がある。

現場業務の中で、スタッ
フ全員のスキルアップが
できるよう実践指導がで
きるようにしていく。 ６ヶ月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

業務連絡ノ-トの活用。ミ
-ティングを行う。
「引き継ぎ」の中での指
導等機会ある毎に小まめ
に行う。　　　　責任者
会議で問題提議

業務連絡ノ-トの活用。ミ
-ティングを行う。経験に
頼らず、今起きている課
題に真摯に取り組む指導
を行う。

職員は、入居者一人一人
の出来ること得意なこと
を生活歴や現在の生活の
中でつかむことができる
よう関わる。小さなこと
でも役割と考える。

目標達成に向けた

具体的な取組み内

容

目　　標

平成21年11月1日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 ○ 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グル－プホ－ム観音崎

雅

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

事業所の実情を報告し、協力関係を築けるよう
努力している。

事業所のイベントに、町内の方々への参加依頼
をしたりして、認知症の方への接し方等の理解
を深めていただくようにしている。

会議での話し合いを持ち帰り、当ホ－ムの運営
に生かしている。

入居者の人間としての尊厳を守りながら、地域
の方々との交流を図るよう心がけている。

事業所は、町内会に所属し、日常的に交流して
いる。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

研修･勉強会に参加

十分な説明を行い理解・納得を図っている

運営推進会議、家族会、行事等の開催時に意
見、要望を伺う機会を設けたり、日常の中でも
相談を受けたりし運営に反映させている

利用者の行動を見守り、声かけなどに注意し、
ケアに対しての共有を心懸けている。

施設長、管理者、医師､訪看、ケアマネ、職員、
家族全員で、拘束をしないケアの検討をしてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

できるだけ、お話を聞くようにしている。入居
相談の段階からその方の希望、入居にいたるま
での背景の把握をしている。時間をかけアセス
メントを十分に行っている。

グループホーム連絡協議会活動、地区別運営会
議、地域包括支援センター会議や、ケアマネ勉
強会に参加、活動を通し向上に取り組んでいる

各人のケアの力量を把握・指導している。

各ユニットのフロアー長会議で実施できていま
す。
フロアー長はスタッフ会議を行いスタッフの意
見や提案を取り上げています

各人の勤務状況の把握に努め、適正な評価がで
きるよう努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

ご家族との関係は勿論のこと、兄弟、親戚、友
人、知人とのやり取りなど出来るだけ支援して
いきます

日々の生活においてお手伝をして頂いたり、時
事や昔話などのコミニュケーションをとるよう
こころがけている。

家族面会時には利用者の日々の生活の変化など
を報告したり、ときには本人も一緒に談笑する
こともある。

家族の訪問が多いので來所の折、十分な時間を
確保し、不安なこと求めていること等を伺う機
会を設けている。

本人と家族のニーズをよく聞き取り、アセスメ
ントし必要なサービスを検討する。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

申し送り、個々のケース記等により職員全員で
一人一人の現状を共有し日々のケアに勤めてい
る。

本人との話し合いの中で、仕草や表情など言葉
で出ない部分でも、希望されていること､意向を
把握するよう努めている。

家族･本人とのコミュケーションを十分にとるこ
とをこころかけている。

ユニット内では事例はありませんが、支援をし
ていく準備はあります。

お話やすい場所・雰囲気作りをこころがけてい
る。他のフロアから遊びにみえた友人を快くお
迎えし、お友達の輪をひろげるお手伝いをして
いる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

出来ること　出来ないことをスタッフがしっか
りと把握して、できるだけ外に出る機会を設
け、自立した安全な生活を心がけ支援してい
る。

主治医が毎週1回の往診を行っている。また緊急
時などは電話やメールで相談している。

日々の様子、その都度の変化など個別記録に記
入し介護計画の見直しに活かしている。

身体状況の変化など必要が生じたらフロアーや
居室変更など入居者本位の立場で家族の了解を
得ながら実施している。

家族との面談・本人の希望を聞きアセスメン
ト、カンファレンス会議を実施した上でケアプ
ランを作成している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

非難訓練の実施。緊急連絡網の作成。

ご家族の希望でターミナルまで、当ホームを希
望される場合はご家族と医師とケアマネとフロ
アー長が同席し、今後の方針等話し合ってい
る。

申し送りノートや口頭での確認により、事故の
ないようにしている。常時施設長･管理者に連絡
取れる状況となっている。

週１回の訪問看護によりアドバイスや指示を受
け介護にいかしている。

入院した場合は直ぐに担当医師に連絡を取り入
院中の治療及び介護に必要な情報提供を行って
いる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

下ごしらえ・配膳・お茶いれ・片付け・食器洗
い/拭きなど、個々にやれることで役割をもちな
がら食事が楽しいひと時になるよう役割分担な
どをしている。

食事時間・入浴時間など、一定のルールを守り
つつ、利用者のぺースにあわせて実施してい
る。

美容は2ヶ月に一度、訪問美容をうけていて、
カット・毛染め・顔そり等、利用者の希望にあ
わせて行っている。

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉かけや対応が無いように配慮している。
記録などの個人情報は鍵のかかるロッカーに保
存している。

本人の意見を尊重しつつ、説明をし、自分で決
めていただけるように支援している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

排泄表、食事･水分摂取表等にて個々の状態を把
握し、個々に応じた予防に努めている。

バイタルの状態などで、体調にあわせて入浴の
声かけをしている。

食後の口腔ケアの介助・義歯の洗浄をしてい
る。

個々の排泄にあわせて、声かけ・清拭･介助して
いる。記録も残している。

摂取状況は日々記録を行い、ひと目で分かるよ
うに工夫している。またその日の状態により食
べやすいよう形態を工夫している。水分はとり
やすいよう常置したり、種類･味の工夫や摂取量
もチェックしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

定期的な催事（納涼祭・クリスマス会等）の際
金券を発行して、金券でご自分の好きな食べ物
を購入していただいている。

調理・配膳・洗濯の手伝い等で出来る範囲でし
ていただいている。一人一人が好きなことがで
きるように心がけしている。

お天気のよい日は外気欲ができるように支援し
ている。本人・家族と連携して外出できるよう
に支援している。

室温が一定になるように空調に配慮し、リネン
交換･夜間のラウンドを実施。

処方薬説明書はいつでも観覧できるようにし
て、変化がある場合は口頭・申し送りノートで
確認･把握につとめている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

利用者が長年使っていたものを持ちこんでいた
だき、ご家族と相談させていただき、危険の無
いように工夫して配置していただいている。

食堂・リビングが中心にあり、手すりが機能的
に設計されていてる。居室・トイレは表札を
貼っている。

入居者が作成した作品や、外出時の写真などを
貼りご家族にみていただいている。

テレビ･ソファ･テーブル･椅子の配置など危険防
止に配慮している。

特段の事情が無い限り本人の意思を尊重して支
援している。
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事業所 グル－プホ－ム観音崎

雅

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 6

数年前より体全体に慢性
皮膚疾患をもち、治りか
けに掻き崩す悪循環を繰
り返している入居者が
H20年6月入居され、以来
スタッフが24時間悪戦苦
闘している。
医師の指示により Ｈ

無意識の搔き崩しがな
くなり、グローブの装
着が不必要になるこ
と。　　　拘束しない
で済む生活ができるよ
うにしてあげたい。

１２ヶ月

2 13

グル-プホ-ムとしての
ケアの仕方が職員に理
解されてない部分があ
る。

各職員のケアに対する
意識の向上。

１２ヶ月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

医師・訪看との連携に
より、薬・包帯等の対
応。　　　　　　爪切
りの徹底。　　　　熟
睡できるような日中の
ケア。

研修会の参加や施設内
の勉強会。
資格取得。

容

目　　標
目標達成に向けた

平成21年10月30日

具体的な取組み内
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム観音崎

汀

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

フロア入り口に掲示し　常に念頭に置き毎日の
介護にあたっている。

事業所は、町内会に所属し、町内行事等にさん
かしたりして、日常的に交流している。

事業所のイベントに、町内の方々への参加依頼
をしたりして、認知症の方への接し方等の理解
を深めていただくようにしている。

会議での話し合いを持ち帰り、当ホ－ムの運営
に生かしている。

事業所の実情を報告し、協力関係を築けるよう
努力している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

自分達の行っている行為が虐待になってないか
常に考えながら介護をしている。

研修等でも　なじみが少ない為後回しなってい
まう。今後　研修機会が持てるように努力した
い。

十分な説明を行い理解・納得を図っている

運営推進会議、家族会、行事等の開催時に意
見、要望を伺う機会を設けたり、日常の中でも
相談を受けたりし運営に反映させている

現在は拘束を行っていない。入り口の施錠は夜
間のみ安全確保のためにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

職員から出た意見はフロア長会議で提案してい
る。

グループホーム連絡協議会活動、地区別運営会
議、地域包括支援センター会議や、ケアマネ勉
強会に参加、活動を通し向上に取り組んでいる

各人の勤務状況の把握に努め、適正な評価がで
きるよう努めている。

各人のケアの力量を把握・指導している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

ゆっくりと話する時間を設けたり　日々の会話
の中から　ニーズを引き出し　信頼関係を築け
るよう　心がけている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

ご家族の　お話も十分伺えるようにしている。

ご本人やご家族の意見を取り入れ　支援できる
ように努めている。

ゆっくりと　時間を共有し話しをすることで
喜怒哀楽を共にできる　環境を作っている。

面会時などに一緒にお話をする時間を設けたり
行事等のお手伝いや介護の協力をしていただい
ている。

馴染みの友人が面会に来る機会はすくなくまっ
ているが、今まで生活していた場所等は会話の
中で　忘れないように支援している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

食事の席やレクレーションを通し関わりが持て
る様にしているが、フロアの介護度重度化で孤
立しないように他フロアにも　出向きホーム全
体での関わりも大切にしている。

他の施設へ転居された方には　面会などしてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

本人の思いや　意思を大切にして　日々の介護
に努めている。

ご本人やご家族・友人などからお話を聞き　ア
セスメントをしている。

バイタルチェックや日々の会話から　身体状況
を把握して１日の生活を見守っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

家族・医師・職員の意見を極力伺うようにして
カンファレンス会議等で意見交換をしている。

日常会話等も記録に残し　出来るだけ　本人の
思いが引き出せるように　記録に努めている。

その時々に生まれる状況を判断し、よりよいケ
アを提供できるよう、家族・スタッフ・医師と
協議を重ね実践している。

出来ること　出来ないことをスタッフがしっか
りと把握し、外出ができなくなった方々も、景
色を眺めることで心の安らぎが得られるよう心
がけ支援している。

毎週１回　主治医の往診を受けている。又検査
等で他医療機関を受診することもある。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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己
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価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

毎週１回　訪問看護を受けている。

入院の際は　介護サマリーを作成し介護情報を
伝えている。入院中も面会などを通し状況把握
に努めている。

ご家族・医師と十分に話しあい　その人らしい
最期が迎えられるように　支援している。

緊急時対応マニュアルを掲示し　火災訓練等
行っていある。

災害時には速やかに職員と連絡が取れるように
している。又地域の方の協力も得られるように
なっている。避難方法については各職員が把握
している。
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実施状況 実施状況
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評
価
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外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

一人ひとりに順応した言葉かけをしている。又
職員どうしでも注意しあい　尊厳を大切にして
いる。個人記録等　プライバシーに配慮してい
る。

お茶の時間などおやつを２種類にし、２者選択
など　意見が聞けるように努力している。

大きな行事はある程度提案するが　その他の日
は　ひとり一人の時間を大切にマイペースに暮
せるように支援している。

ご自分でその日の洋服を択んだり　行事等はお
化粧も楽しんでいただいている。

無理のないお手伝いをお願いしている。　個々
の状況に合わせた　味付け・調理法をしてい
る。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

食事の摂取状況や摂取量を把握し　健康が保て
るように支援している。

適切な声かけと介助により毎日行っている。

個人の排泄リズムを把握して　おむつ交換や
トイレ誘導を行っている。

野菜中心の食事にしたり　経運動をしている。
医師とも連携し　便秘予防に努めている。

安全の確保できる時間内に本人の希望で入浴し
ている。重度の方でも週２回の以上の清潔保持
を心がけている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

お昼寝習慣のある方は自由にお昼寝をしていた
だいている。夜間の特に消灯時間を決めていな
いが　夜更かしにならないように声かけをして
いる。

お薬説明書は常に職員が見れる所に保管して理
解している。飲み忘れのないように職員同士で
声かけ　確認をしている。

趣味を生かし教えていただいたり　花のみずや
りなどを分担し手伝ってもらっている。

重度の方が多く　外出の機会は少ないが　外食
等ご家族の協力を得て実施している。

現金でのやり取りはしていないが　調味料なの
どは観音崎銀行券を使って買い物（ホーム内）
にいったりしている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

遠方の家族の手紙や　電話は取り次いでいる。
本人からかけることはほとんどない。

見当識の方も多くいるので　季節感のある室内
環境を整えるようにしている。各部屋には表札
を出したりして混乱を避けている。

ソファの配置などに配慮している。

寝具・カーテンは持ち込んでもらっている。転
倒などの危険も考え　安全を第一に考えてい
る。

出来ること　出来ないことをしっかりと把握し
て　無理のない程度の自立を心がけ支援してい
る。
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事業所 グル－プホ－ム観音崎

汀

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 25

要介護４以上の方が多
く（９名中６名）重度
化している為　自立で
きる力が困難になって
きている。

出来る事をひとつでも
見出せるように支援す
る。

３ヶ月

2 48
皆でのレクレーション
を行うのが難しい。

自分達の行っている行
為が虐待になってない
か　常に考えながら介
護をしている。

３ヶ月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

具体的な取組み内

目　標　達　成　計　画

最初から介助するので
はなく、最初は自分で
やっていただくように
する。

認知も重度化していっ
ているので、出来るこ
とが段々少なくなって
いる中で、ひとり一人
が出来ることを見つ
け、役割を作りながら
楽しめるレクレ-ション
を工夫していく。

容

目　　標
目標達成に向けた

平成21年10月30日
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